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第 2 章ではこの判定法の実際の手続きを具体的に実例によって示し, 第 3 茸においては著者の方法によ





ほぼ比例するが, 良否判定のためにはできるだけ低速皮一時速 20km - が望ましいとの提案をしている.
積載量を多くすれば振動加速度は減少するが, 良否判定のためには常に空荷状態が適当で, タイヤ圧の増
大と共に振動加速度は大となるが, 全輪同一で一定なれば適当なタイヤ圧を採用して差し支えないと述べ
ている｡ ついで路面良否判定に振動加速度を規準に取る場合, 林道のカ- ブの箇所では曲率半径が 30 m




を実験, 測定, 解析 し, 最後に上述のこれら多くの諸条件の問の干渉について実験考察を行なっている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年森林の開発と林産物の搬出のために, 林道の重要性は著るしく増大し, 林道の新設, 延長には目覚
ましいものがある｡ しかしその管理, 補修に関しては十分な検討, 施策がなされておらず, その指針が強
く求められている現状である｡
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